



















































歴史書）が 15作品，C群（創作・伝記・年代記）が 2作品，D群（聖地巡礼記）が 24作品，

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































てみると，1573年には 1人，1574年には 6人，1576年には 1人のみしか数えていない一
方で，1582年は 4人，1583年は 12人，1584年は 15人，1585年は 16人，1586年は 5人，









（6）　Lauda, P. （Zimolong, B. （Hrsg.））, Navis peregrinorum, Köln, 1938, S. 4-7.
（7）　このような状況については，森田安一編『世界各国史 14　スイス・ベネルクス史』山川出版社，

















































は，シチリアからフランスのガレオン商船に乗船した 19と，「危険と苦難」les dangers & 
les peinesの旅を志したフランス人の 22のみである（11）。また，巡礼志願者たちがヴェネツィ
アを選択したもう一つの理由には，ローマ巡礼を行う上での利便性があった。ヴェネツィ














 （8）　2, S. 44, 126 ; 8, S. 82 ; 9, fol. 9 f. ; 24-（1）, fol. 251r.
 （9）　8, S. 57-61.
（10）　18, fol. E.
（11）　19, fol. 31-41 ; 22, fol. Ciir.





























ンスのバロンであるフィリップ・ド・メロードを始めとする 10人であった。6, fol. 331 ; 9, fol. 
69 ; 17, p. 65. なお，船名などの詳細については記されていないが，24は，ブリニャック領主フラン
ソワ・ド・ルイエールを始めとする 6人と共にガレー商船に乗船した。24-（1）, fol. 102l.
（19）　拙稿「パトロン」50頁。


































（23）　2, S. 29 f. ; 3, p. 39 ; 17-（1）, pp. 80-83 ; 18, fol. 324 ; 24-（1）, fol. 2r, 112l.
（24）　2, S. 1, 29, 284 ; 3, p. 299 ; 5-（1）, p. 332, 467-469 ; 8, S. 84, 129 f. ; 9, fol. 65 f. ; 17-（1）, p. 91, 93 ; 22, fol. 
401, 461 ; 23, fol. 10r f. ; 24-（1）, fol. 112l, 115l.
（25）　2, S. 13, 19 f. ; 3, p. 36, 38 ; 8, S. 82 ; 12-（1）, p. 18 ; 17-（1）, p. 76 ; 18, fol. 5. 
（26）　1, S. 348a-349a ; 2, S. 19 f., 23 ; 3, p. 300 ; 4, p. 206 ; 17-（1）, p. 70 ; 18, fol. 197-201, 204 ; 22, fol. 86l-
87l, 93l ; 24-（1）, fol. 106r, 181l f., 294l-295r.
（27）　2, S. 32 ; 3, p. 45 f., 48 f., 55 ; 5-（1）, p. 13 f., 17 f. ; 16, p. 36 f. ; 17-（1）, p. 79, 88, 90, 338 f. ; 23, fol. 
9r ; 24-（1）, fol. 112l f. 
（28）　3, p. 45 f. ; 5-（1）, pp. 18-21 ; 8, S. 83 ; 9, fol. 6 ; 12-（1）, p. 232, 244, 256, 263 ; 17-（1）, p. 84. なお，ラ
グーザも同じような状況であったが，ラグーザに寄港することがほとんどなくなったためであろう
か，当該時期の巡礼記作者たちの中でそれについて触れる者はほとんどいない。5-（1）, p. 517 ; 15, p. 
33 ; 24-（1）, fol. 109l f.
（29）　2, S. 34, 38 f., 104, 290 ; 3, pp. 56-60, 62, 64 ; 5-（1）, pp. 342-344, 467-469, 491, 494, 502 ; 6, fol. 238-250, 

























（30）　5-（1）, pp. 18-21 ; 6, fol. 233-237 ; 24-（1）, fol. 132l. なお，6の作品には通行許可書の写しが所収さ
れている。 
（31）　4, p. 213.
（32）　12-（1）, p. 245 f.
（33）　不安感を読み取ることができるのは，他に 9と 24の記述のみである。ただし，彼らがそれを記
すのはまだヴェネツィアに滞在している段階においてである。9, fol. 3 ; 24-（1）, fol. 294l-295r. なお，
スペイン人の 19は，むしろイングランド船に恐怖している。19, fol. 4r f.
（34）　2, S. 15.
（35）　3, pp. 309-321 ; 8, S. 66 f. ; 18, fol. B-M ; 20, fol. 8r-14l ; 21, fol. A3r ; 24-（1）, fol. 294l-295r.
（36）　9, fol. 98-100. ただし，どのような経緯でイエズス会が関与したのかについては，現段階では不明
である。

























（38）　5-（1）, p. 333 f. ; 8, S. 83 ; 12-（1）, pp. 23-25 ; 16, p. 40 ; 17-（1）, pp. 91-95 ; 18, fol. 13 ; 22, fol. 40l-
47l ; 24-（1）, fol. 118l-136l. ただし，表 2から解るように，キプロスが経由地として機能したのは
1580年代に入ってからのことである。
（39）　18は 5メディン＝ 2ツェキーノ＝ 2ドゥカートと，20は 85メディン＝ 1ツェキーノ＝ 1ドゥカー
ト＝0.7クローネと，24は90メディン＝1ツェキーノと換算している。18, fol. 91-93 ; 20, fol. 61l f. ; 24-
（1）, fol. 261l. 恐らくこの大きな違いの原因は，18の誤解によるものであろう。
（40）　なお，24はリマソルに大量のイエニチェリが配備されているのは，対イングランドのためであ
るとの説明を受けて，安堵している。24-（1）, fol. 113l.
（41）　8, S. 128 ; 20, fol. 17r ; 24-（1）, fol. 125l, 128l, 131r. 8は船賃を各自 2～4メディン，20は船賃を各自 1
ドゥカートであったとするが，この大きな違いの理由も不明である。
（42）　1, S. 282b-299b ; 2, S. 272 f. ; 5-（1）, p. 302 ; 8, S. 84 f. ; 12-（1）, p. 27 f., 144 ; 15, fol. 56l ; 16, p. 41 ; 17-





























（44）　7, pp. 65-67 ; 17-（1）, p. 43.
（45）　1, S. 286a, 317b ; 2, S. 275 ; 3, p. 295 ; 5-（1）, pp. 305-315 ; 12-（1）, p. 31 ; 15, fol. 61r ; 17-（1）, pp. 331-
333 ; 18, fol. M ; 19, fol. 180r-181r ; 24-（1）, fol. 232r f. ただし 5は，ダマスクスにて税を徴収されるの
は「ドイツ人」Allemansのみであると記す。
（46）　22, fol. 82r f. ; 20, fol. 38l-41r. ただし，1550・60年代とは異なり，当該時期では巡礼記作者自身が
捕虜・奴隷とされた例はない。拙稿「後期十字軍再考（8）」72～76頁。なお，他に当該時期におい
て捕虜・奴隷について触れるのは，上記の 12に加えて，トリポリにて負債のために奴隷とされた
B-3と出会い，その身を案ずる 1のみである。1, S. 317a, 320b.



















2は 3ドゥカート，17は 27～30メディン，往路は陸路で帰路は海路をとった 18は，「彼







（49）　1, S. 296b, 301b, 308a-309a. なお，3はアレッポやバグダード行きを考えるも，オスマン帝国とサ
ファーヴィー朝との関係の悪化を考慮して断念している。3, p. 297.
（50）　2, S. 100 ; 4, p. 213.
（51）　1, S. 299b-313a.
（52）　3, p. 278 ; 6, fol. 317 ; 18, fol. 59-64. 
（53）　1, S. 321b ; 2, S. 267 ; 8, S. 86 ; 17-（1）, p. 6, 47, 307, 362 ; 18, fol. K f., 188 f. ; 20, fol. 21l-24l ; 22, fol. 45l 
f. ; 24-（1）, fol. 137l. ここでも 1は，船上から見るムスリムの群れを，「殺人者」・「盗人」の大群とし
て恐怖する。1, S. 322a.
（54）　8, S. 123. ただし，帰路のヤッファからトリポリへの船賃として彼が支払ったのは，わずか 2メディ
ンであった。





























（58）　2, S. 48, 86. なお，イスタンブルでも巡礼者の管理等を行っていたのは，カーディーであった。2，S. 
58, 87, 97.
（59）　3, p. 94 ; 6, fol. 55, 93 ; 5-（1）, p. 489 ; 18, fol. 206, 309 f.
（60）　5-（1）, p. 25, 42, 84 f., 170, 207, 212. ただしその一方で，護衛を監視とも捉えている。
（61）　2, S. 186 ; 15, fol. 49r, 51l ; 5-（1）, p. 62 ; 19, fol. 21r, 25r. なお 2によると，シナイ山への往復に要し
たのは，護衛代，通訳代，ラクダ代を合わせて 11ドゥカートであった。2, S. 177. また 3は，ダミエッ




















（63）　2, S. 119, 134, 154 ; 3, p. 164, 181 ; 6, fol. 254 ; 12-（1）, pp. 154-159, 174-177, 220-222 ; 19, fol. 8r-14l, 
16l, 32l, 34r f., 37l, 41l, 46l, 52l ; 20, fol. 52l, 60l ; 21, fol. K7l f. ; 24-（1）, fol. 271l, 272r, 266l, 274r. 例外とし
ては，12がアレクサンドリアの港にてキリスト教徒が奴隷として売買されている光景を見て不安を
覚えたこと，19がカイロからダミエッタの道中に現れたアラブ人集団に対して，イエニチェリの進
言によって通行税を支払ったこと，のみが挙げられる。12-（1）, p. 218 ; 19, fol. 53l. また，シナイ山
への道中におけるアラブ人強盗団からの襲撃や通行税の強制徴収といった危険については，2, S. 




に乗った 2によると，イエニチェリに支払う護衛代を含めて 9ドゥカートであった。2, S. 99-102. な
お彼は，ダミエッタからヤッファに移動する際，ライースの船には 50人のイエニチェリが同船し
たと記している。2, S, 211. 2と同様に，多くの者たちは港町間の移動に際してライースの船に乗っ
たようである。3, p. 240 ; 14, fol. Aiil ; 20, fol. 43l-46l ; 24-（1）, fol. 261l. ただし 6は，アレクサンドリ
アからヤッファまでの船賃として通訳代込みで 5ドゥカート支払っているが，その船のパトロンは
フランス人であった。6, fol. 276-278. 18も，トリポリからイスタンブルへの移動に際してはヴェネ
ツィア商船に乗った。18, fol. 197-201. 24が，アレクサンドリアからザンテまでの移動に当たってギ
リシア人をパトロンとする船に乗ったことは，先に触れたとおりである。なお，3はトルコ人やムー
ア人の航海技術の低さについて記している。3, p. 166.
（65）　1, S. 323b f., 341b ; 2, S. 212-214 ; 5-（1）, p. 228 ; 9, fol. 7 f. ; 10, S. 156 ; 17-（1）, p. 105 f. ; 20, fol. 
25l ; 23, fol. 12l-13l ; 24-（1）, fol. 129l.
（66）　9, fol. 9 f. ; 23, fol. 16l.























（69）　22, fol. 48l ; 2, S. 214 ; 3, p. 242 ; 7, p. 67 ; 8, S. 87 ; 24-（1）, fol. 146r. 2の場合，支払ったのは 2ドゥ
カートであった。
（70）　22, fol. 49l ; 23, fol. 14l f. ; 24-（1）, fol. 138l f. 他にフィリップ善良公の巡礼宿については，1, S. 
324a ; 2, S. 216 ; 7, p. 68 ; 24, fol. 143r.
（71）　22, fol. 49 f. ; 1, S. 324a ; 3, p. 244 ; 4, p. 209 ; 5-（1）, p. 229 ; 16, p. 48 ; 17-（1）, p. 113, 122 f. ; 20, fol. 
26l, 30r ; 23, fol. 14l ; 24-（1）, fol. 144r f. ラムラ周辺域におけるアラブ人の恐怖・危険については，3, p. 
243 ; 4, p. 209 ; 5-（1）, p. 232-234 ; 6, fol. 80 ; 7, p. 68 ; 16, p. 47 f. ; 17-（1）, p. 120 ; 20, fol. 31l ; 22, fol. 
48l.
（72）　22, fol. 49l-50l ; 2, S. 219 ; 3, p. 244 ; 17-（1）, p. 46, 50 ; 20, 26l-29r ; 24-（1）, fol. 141l, 143l f. 2の場合は




（73）　22, fol. 52l ; 1, S. 330a ; 2, S. 217 ; 4, p. 209 ; 5, pp. 231-235 ; 7, p. 69 ; 8, S. 88 ; 9, fol. 10 f. ; 17, p. 125, 
130, 138 ; 20, fol. 33l ; 24, fol. 146r f.
（74）　18, fol. 180 f.




cia mayor de aquella tierraであるカーディーの館が置かれており（79），17に言わせると，聖墳













（76）　1, S. 333b ; 2, S. 224 f. ; 3, p. 248 ; 5-（1）, p. 237, 240 ; 6, fol. 292 ; 7, p. 77 ; 9, fol. 21 ; 12-（1）, p. 49, 56, 
114 f., 124 ; 16, p. 50 f., 68 ; 17-（1）, p. 212, 256 ; 18, fol. 121-124, 157 ; 19, fol. 99l, 101l-103l, 145l f. ; 20, 
fol. 33r-34r ; 21, fol. C7r ; 22, fol. 52l ; 23, fol. 32r-33r ; 24-（1）, fol. 169r, 187r f. 19によると（明らかに
彼は聖墳墓教会のことをソロモン神殿と誤記しているが），9ツェキーノ（＝ 9ドゥカート）を払わ
されるのはラテン人のみであり，他のキリスト教徒は半額であった。加えて，巡礼者たちは，ガーディ
アンにも 1ドゥカートを献金した。2, S. 223 ; 3, p. 250. なお，2は「忌々しいルター派」veruchte 
Lutherumを自由に受け入れているガーディアンを批判し，3はアナ・バプテストの巡礼者をネスト
リウス派と同列視している。2, S. 222 f. ; 3, p. 250.
（77）　1, S. 333b, 336a f. ; 2, S. 224 f. ; 5-（1）, p. 240 ; 18, fol. 121. 18は加えて，聖地のフランチェスコ会が
年間 400ツェキーノを搾取されていると記す。18, fol. 121.
（78）　8, S. 121.
（79）　19, fol. 101l-103l.
（80）　17-（1）, p. 188, 212, 256.
（81）　22, fol. 66l. 
（82）　拙稿「後期十字軍再考（8）」77～79，83頁。
（83）　16, p. 50 f. ; 18, fol. 138, 100. なお，16はヨサファ谷に設置されたモスクを見張り台と表現している。
16, p. 49. ただし 18は，ラムラのサンジャク・ベイがガーディアンに大量の桃を差し入れしているこ
とも記している。18, fol. 143.
（84）　24-（1）, fol. 169r.
（85）　ベタニア : 1, S. 333a ; 8, S. 107. ベツレヘム : 2, S. 256 ; 3, p. 269, 272, 275 ; 8, S. 110 ; 9, fol. 38 f. ; 12-
（1）, p. 91 ; 17-（1）, p. 53 f., 151, 254 ; 18, fol. 153 ; 19, fol. 154r, 157l, 159l ; 22, fol. 78l ; 24-（1）, fol. 166l. エ
ルサレム近郊 : 2, S. 245 ; 5-（1）, p. 272 f. ; 8, S. 94 f., 100 ; 12-（1）, p. 85, 109, 112 ; 17-（1）, p. 150 ; 19, fol. 
68l, 175l ; 23, fol. 17l, 21l, 24l f., 38r, 40r f., 44r f. その他 : 3, p. 287 ; 6, fol. 317-321 ; 9, fol. 55 f. ; 12-（1）, p. 
29, 42, 45, 48, 127 f. ; 16, p. 69, 80 ; 17-（1）, p. 32 ; 18, fol. 79, 82 ; 19, fol. 172r, 183r ; 22, fol. 79l ; 24-（1）, 





























ダマスクス : 17，カイロ : 5・7・19）。その一方で，確かに聖地巡礼のルート上では，治
（86）　24-（1）, fol. 195l-197l. 他に，12-（1）, p. 93, 102 f. ; 22, fol. 55l ; 23, fol. 43r. 
（87）　12-（1）, p. 85 f., 102 f. 132. 他に，24-（1）, fol. 191r f.
（88）　12-（1）, p. 99 f., 108 ; 15, p. 106, 108 ; 16, p. 87 ; 17-（1）, p. 265 ; 18, fol. 154 ; 19, fol. 59r, 146l-147l ; 24-
（1）, fol. 167l-168l.
（89）　3, p. 285 ; 5-（1）, p. 290 ; 6, fol. 314 ; 8, S. 122 f. ; 12-（1）, p. 130 f. ; 20, fol. 35r-36r ; 24-（1）, fol. 226r.























Alcoran sancto de Mahomaと記していることを付記しておきたい（91）。逆に若干ながらの負の
表現を用いるのは，そのクルアーンに関する長文の中で「忌まわしい」abomidableという
形容詞を一度のみ使用している 5と，クルアーンを「迷信」superstitioとする 17の 2名で
ある（92）。そして，クルアーンを「悪魔」il Diauolo/le Diableによる唆し，とまで表現してい
るのが 18と 24である。18はその内容を誤謬ばかりの迷信とし，むしろクルアーンから
（91）　2, S. 50, 60 ; 3, p. 77, 112, 161 ; 6, fol. 177-211 ; 19, fol. 98l. なお，19はドルーズ派についても紹介し
ている。19, fol. 179r f. その一方で，彼のみが依然としてイスラーム信仰を偶像崇拝としても紹介し
ている。19, fol. 34l, 47l.





冒涜する預言者ムハンマド」Gtteslae sterlichen falschen Propheten Machometと，また別の一
カ所で「偽預言者ムハンマド」faschen propheten Machometと記す 2，および同じく一カ所
において「偽預言者ムハンマド」falso Propheta Mahometoと記す 19と，「憎むべきムハン
マド」maladetto Mauchmetと記す 21の 3名である（95）。そして，ムハンマドに対する敵意を
表に出すのが，やはり 18と 24の 2名である。まず彼らは，ムハンマドの名を記す場合，
枕詞のように「偽預言者」falso Profeta/faux propheteという表現を付け足す（96）。さらに 18は，
サリーネ（現ラルナカ）の聖ラザロ教会について，ベイレル・ベイが同教会を家畜小屋と
して使用しているのみならず，「大嘘つきの預言者にして大サタンの一部をなすムハンマ
ド」bugiardissmo Profeta Maometto, membro del gran Satanassoに同教会を捧げていることを
嘆いている。彼がシオン山のモスクを「悪魔の塔」と表現したのは上に見たとおりである
が，加えて彼は，スレイマンが改築したソロモン神殿を「大サタンの美しいモスク」bene 





（93）　18, fol. 253-258, 278-285, 290-292 ; 24-（1）, fol. 202l-207r, 253r-255l.
（94）　1, S. 327b, 329a-330b, 335, p. 59, 116-137, 321 ; 6, fol. 177-211 ; 17-（1）, p. 183, 327.
（95）　2, S. 18, 60, 107 f., 173, 183, 245 f.（件の表現の使用は S. 183, 245 f.）; 19, fol. 28l, 46l f., 50r, 88r f., 98l（件
の表現の使用は fol. 46l）; 21, fol. L5r-L6r.
（96）　18, fol. 43, 223, 245, 253-258, 263-275, 278-283 ; 24-（1）, fol. 101l, 167l, 270r. 例外として，24-（1）, fol. 
230l.
（97）　18, fol. 14, 175. 彼はもう一カ所で「悪魔」Satanssoと表現している。18, fol. 90 f.
（98）　3, p. 220 f. ; 7, p. 82 ; 8, S. 88, 100, 107 f., 110, 122 ; 9, fol. 29 f. ; 15, fol. 57l ; 22, fol. 48r, 77l ; 24-（1）, fol. 
121r, 131l.
（99）　1, S. 320b, 327a f., 329a-330b, 343b ; 2, S. 66, 190 f., 245 f., 248, 253 f. ; 3, p. 221, 223, 260, 262, 267-269, 
279, 284 ; 5-（1）, p. 230, 260, 265, 274 f., 279, 282 ; 6, fol. 319 ; 8, S. 88, 98, 100, 104 ; 9, fol. 25, 29 f., 37 ; 12-
（1）, p. 43 f., 59 f., 81-84, 97, 110, 113, 125, 209 ; 13, fol. 33l ; 16, p. 54, 56-58, 72, 75, 94, 95 ; 17-（1）, p. 131, 
138, 141 f., 163, 171, 173, 180, 190, 227, 231, 279 ; 18, fol. 96, 99, 100, 102, 104, 108, 112, 115, 118, 172, 175, 
223, 225, 232 ; 19, fol. 56r-58r, 68l, 69l f., 70r f., 72l-76l, 76r f., 91l-94l, 183l, 134r-140r, 142l, 145r, 152l, 170l, 
173r ; 21, fol. F2l, F3l, I2r ; 22, fol. 46l, 51r, 52r, 61l ; 23, fol. 19l, 24l f., 25r, 28l, 31lf. ; 24-（1）, fol. 131l, 142l, 
147r-149l, 150r f., 152r, 156r-158r, 160l f., 162l-164l, 165l-166l, 167r, 169r, 172r, 191l, 228l, 229r, 230l f., 250r, 
253r, 277l, 292r.
（100）　3, p. 260, 279 ; 8, S. 88, 98, 104, 107 f., 110 ; 9, fol. 25 ; 12-（1）, p. 59, 125 ; 17-（1）, p. 237 ; 18, fol. 96, 99, 
112, 118 ; 19, fol. 76r f., 91r-94l, 183l, 145r, 152l ; 21, fol. F2l, F3l ; 22, fol. 51r, 52r, 61l ; 24-（1）, fol. 











トルコのモスクになってしまっているからである」maintenant il n’est plus de Dieu ny de 
Salomon, mais du Diable ; car il fert de Mosquee aux Turcs, les serviteurs du Diableと。この記述
は上記の 18や 24と似通っているが，それは激しい憎悪を剥き出しにしているのが 18・
22・24の 3人に限定されていることを示している。同じキリスト教教会のモスク化とい
う文脈の中において，5はその原因を「我らのキリスト教徒の諸侯たちの悪と怠慢ゆえに」









（101）　5-（1）, p. 265 ; 8, S. 111 ; 12-（1）, p. 110 ; 18, fol. 115 ; 19, fol. 57r-58r, 69l, 140l, 142l ; 22, fol. 61l ; 23, 
fol. 24l f., 28l, 31l f. ; 24-（1）, fol. 160l f., 210r-12l. 
（102）　2, S. 258（ベツレヘムの厩）; 23, fol. 18l（チェナコロの一部）.
（103）　12-（1）, p. 60（カイファの家とアンの家）. ただし，両者ともその管理権はアルメニア教会に移譲
されていた。19, fol. 69l.
（104）　8, S. 107 f. ; 9, fol. 29 f., 37 ; 18, fol. 172 ; 21, fol. 12r ; 22, fol. 51r. ; 24-（1）, fol. 224l f.
（105）　5-（1）, p. 230. なお幾人かの者たちは，キリスト教勢力に対するオスマン帝国の勝利の原因として，
その政治制度や軍制などの情報を盛り込むが，いずれも客観的な記述に留まっている。3, p.96-100 ; 6, 
fol. 154-177 ; 18, fol. 258-263, 270-275 ; 24-（1）, fol. 234l-235r, 238l-239l, 241l-246r.
（106）　2, S. 174 ; 5-（1）, pp. 87-90, 171-179, 434-441 ; 6, fol. 177-211, 268-272 ; 12-（1）, p. 30 f. ; 18, fol. 285-

















ガティヴな表現を加えているのは，トルコ人を「信仰の敵」ennemys de la foyとする 5，
同じくトルコ人を「不敬者」indelesとした上で，ムスリム全体を「我々の聖なる信仰の
敵モーロ人」Moros enemigos de nuestra Sancta Feeとする 13，ムスリム全体を「無知のムハ




（107）　24-（1）, fol. 236r, 246r-248r, 282l f.
（108）　1, S. 280b f., 303a, 330b-332b ; 12-（1）, p. 41, 135 f. ; 16, p. 86 ; 19, fol. 88r f. ; 21, fol. L5r ; 24-（1）, fol. 
155r, 165l.
（109）　12-（1）, p. 200, 211.
（110）　18, fol. 120 ; 22, fol. 42l-43l, 45r.
（111）　1, S. 329a-330b ; 2, S. 218 ; 3, p. 259, 265 f., 278 ; 5-（1）, p. 129, 282 ; 12-（1）, p. 64, 183 ; 17-（1）, p. 124, 
173, 180 ; 18, fol. 159, 162, 276-279, 278-283 ; 19, fol. 31l, 85r, 100l, 140l ; 23, fol. 18r, 28l ; 24-（1）, fol. 
160l-163r, 190l f., 192l, 210r-212l, 230l f., 232l, 250r. アブサロンに対するムスリムの敵意に関する記述
は，17-（1）, p. 156 ; 24-（1）, fol. 161r. なお，18と 24の 2名が，キリスト教棄教者に関して記述して
いる。24は，フランス人棄教者バロン・ド・ラ・フェが生き残るために棄教したことを紹介し，18
はイスタンブルからカンディアへ向かう船のライースであったヴェネツィア人棄教者を諭したとす
る。24-（1）, fol. 270r ; 18, fol. 311. また 18は，イスタンブルにてキリスト教徒奴隷を購入して解放し
たとする。18, fol. 310.
（112）　16, pp. 53-57 ; 17-（1）, p. 237 ; 22, fol. 62l ; 19, fol. 163r f.


















Extraict des ordonnances des Emperevrs, Roys, & Princes de la France, qui ont esté souuuerains, & 
chefs de l’ordre des Cheualiers du sainct Sepulchre de Iesus Christ, en Hierusalem, pris, & coppié 






（116）　12-（1）, p. 301 f. ; 24-（1）, fol. 326l-345r. なお，17もその巡礼記のほぼ終わりの箇所に，同船者で
あったフランスのバロンにして聖墳墓の騎士であったフィリップ・ド・メロードの墓碑銘を挿入し
ている。17-（1）, pp. 345-348.
（117）　1, S. 341b-342b ; 2, S. 237-241 ; 6, fol. 300-304 ; 8, S. 112-116 ; 9, fol. 45-53 ; 12-（1）, p. 65-77, 301 f. ;  



































（121）　1, S. 334b-336a ; 2, S. 225, 229 f. ; 3, p. 254 f. ; 5-（1）, p. 242 f. ; 6, fol. 296 f. ; 12-（1）, p. 56 f. ; 17-（1）, 






Roys de Franceがゴドフロワのように戦ってきたとしてナショナリティーを覗かせる 22，


















（122）　1, S. 297b, 322b ; 2, S. 213, 279, 284 ; 5-（1）, p. 235, 248 ; 13, fol. 4l f., 32l ; 17-（1）, p. 110, 187, 191, 277, 
282, 291 f., 308, 314 f., 318, 321, 324, 335 ; 18, fol. 128, 157 ; 22, fol. aiil f., 50l ; 24-（1）, fol. 140l, 214r. その他
に関する記述については，騎士修道会の活動について（2, S. 110 ; 17-（1）, p. 275, 316），リチャード 1
世によるキプロス島占領について（5-（1）, p. 329 ; 24-（1）, fol. 222r），アレクサンドリアを一時占領
したルイ 9世やピエール 1世について（5-（1）, p. 27 ; 22, fol. 66l f. ; 24-（1）, fol. 265l），フリードリヒ
1世の溺死について（16, p. 96），第 4回十字軍について（24-（1）, fol. 86l）となる。
（123）　拙稿「後期十字軍再考（6）」128頁 ; 拙稿「後期十字軍再考（7）」91頁 ; 拙稿「後期十字軍再考
（8）」80～81頁。
（124）　22, fol. fol. 66l f. ; 24-（1）, fol. 140l.
（125）　13, fol. 41 f.






cõnqué par les Turcs?，と。そして，「神が我らの国王やキリスト教徒諸侯たちに，先人た
ちの足跡を辿るように要求するように，神に祈る」prier Dieu qu’il donne la volonté à nostre 


















の一部を，彼らが有することはしかるべきことである」Sit etiam notum quod nos supranom-
inati circa praemißa vota nostra adimpleuimus.　Nostrisque diligentÿs, & cura Deo inspirante reg-
num Hierosolimitanum, partésque sarracenorum adepti fuimus, et contra illos victorias laudabiles 
obtinuimus, dictamque dem Christianam auximus.　Propterea nomen Christianißimi iusto nobis 
impositum fuerit, et merito ab aliis Principibus, & populo Christiano datu. Cum feliciter in regnum 
nostrum Fraciae terrásque & dominia ad nos spectantia reversi fuimus, Etiam omnia alia regna 
Principibus Christianis nobis amicißimis in nobis subveniendo, tam suis diuitÿs quam hominibus, et 
tandem possemus adimplere vota nostra, et que iamdudum inceperamus.　Prpterea vt ipsa ratio 
（128）　22, fol. 66l-69l.
1571571年～1590年の聖地巡礼記に見るイスラーム観・ムスリム観・十字軍観




















ンス語文は以下の通り。《Soit encore manifeste que nous Empereurs, Rois, & Princes, Auons saict grand 
debuoir d’accomplir nosdits vœuz, & que par nos grandes valeurs, prouësses, hardiesses, & bõnes conduits, que 
Dieu a faites de nos grandes armees.　Nous auons acquis ledit Royaume de Ierusalem ez pays des Sarrazins, & 
eu de grandes & honorable victoires contre iceux.　Et par telle voye & moyen, augmenté la foy Chrestie～ne, à 
cause de quoy nous auõs iustement acquis le sainct nom de Tres-Chrestiens Roys, & merité les grandes louang-
esque nous auons receus de tous autres Princes & Chrestie～s, Quand nos sommes heureuseme～t retournez au 
Royaume de Frances, & grandes Seigneuries à nous appartenans, & aux autres, Royaumes, & pays des Princes 
Chrestiens, nos amis, Lesquels nous ont aidez & secourus de ge～s & argent, pour accõplir nos veus d’entreprises 
























（133）　1, S. 349a ; 2, S, 298 ; 20, fol. 69l-70r.
（134）　訳は日本聖書協会『聖書　新共同訳』2004年，に従った。
（135）　拙稿「後期十字軍再考（6）」132～133頁 ; 拙稿「後期十字軍再考（7）」96～97頁 ; 拙稿「後期
十字軍再考（8）」83頁。
